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韓国人の日本語学習者の第三者敬語
一「父は米国に行きました」を一例として一

魚　秀禎

1．はじめに

　韓国語は日本語と同様に敬語が発達している言

語として知られており，韓国人の日本語学習者の

なかには，日本語は韓国語と同様に敬語が発達し

ており，その用法も同じだと思い込んでいる人も

少なくない。また，敬語の表現形式をきちんと学

習しておけば，それぞれの場面で正しく運用でき

ると思われがちである。

　ところが，韓国語と日本語の敬語用法にはかな

りの違いがみられる。たとえば，一番大きな違い

として，父のことをソトの人に話すとき，日本で

は父のことを高めないが，韓国では父のことを高

めて表現する。韓国人の日本語学習者のなかには，

語彙などの敬語の表現形式に関する知識に詳しい

者も多く，日本語の能力試験での資格保持者もか

なりの数に達する。しかし，そのような上級レベ

ルの学習者においても，それぞれの場面でどのよ

うな表現を用いるべきかという敬語運用上の知識

については必ずしも十分ではない。

　そこで，本稿は，韓国人の日本語教育学者の敬

語運用に関する考え方を明らかにする資料を提示

し，それを今後の敬語教育に利用しようとするも

のである。

2．先行研究

　これまで，敬語に関しては数え切れないほど多

くの文献が発表された。まず，韓国人の日本語学

習者に見られる日本語の敬語における誤用を指摘

した文献として，森田（1981）や梅田（1980）な

どがある。しかし，このような誤用が，一部の日

本語学習者のみに見られる現象なのか，多くの目

本語学習者に共通に見られる現象なのか，どのよ

うな場面において見られる現象なのか，について

は明らかにされていない。

　また，敬語教育の問題が指摘されている研究と

しては，水谷（1989），辻村（1989），川口

（1991）などがある。これらの文献は，いずれも

敬語教育の指導の際，語彙語形の指導だけに重点

が置かれて，それをどの場面で使うべきかという

コミュニケ・一一一・ション教育としての敬語教育がなさ

れていないという問題点を指摘しているが，それ

を裏付けるようなデータや実証分析はこれまで見

当たらない。

3．研究概要

3．1研究課題

（1）〈自分の父親の呼び方〉にっいて的確に認識し

　ていないことを明らかにする。

（2）「いらっしゃる」が「行く」の尊敬語である

　ことは知っていても，それをどのような場面で

　用いるべきなのかについては必ずしも的確に認

　識していないことを明らかにする。その際，学

　習者の日本語学習歴（日本での留学経験・日本

　語能力試験1級所持の有無）との関係を明らか

　にする。

3．2調査対象者

　韓国人の日本語学習者は606人（JFL群が490

人，JSL群がll6人），日本語母語話者（東京都

内の大学生）は102人である。

3．3調査方法：アンケート調査

3．4質問項目
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（1）「いらっしゃる」が「行く」の尊敬語である

　ことを知っていたか否か？

（2）12の聞き手を想定し，それぞれの聞き手に

　「父は米国に行きました」と言う時，「父は」

　のところと「行きました」のところの「正しい

　と思う言い方」は何か？

4．結果と考察

4．1　「父は」のところ

4．1　．1日本語母語話者の場合

　く表1＞からわかるように，日本人は聞き手に

よって，「父は」のところの言い方を変えること

が正しいと考えていることがわかった。父の呼び

方は，まず，ウチとソトに分け，さらに父より目

上か目下かで分ける。すなわち，ウチ・ソト関係

のみならず，年代の上下関係によっても父の呼び

方が影響されているのである。

＜表1＞　聞き手別の「父は」の正しいと思う言い方　：∫NS群 単位：％

1 H m IV

ソト ソト ウチ ウチ

父より年上または同年 父より年下 父より年上 父より年下

祖xの友達 先生 父の友達 先輩・同級生 後i輩 子供 祖父　祖母 母 兄・姉弟・妹

ちぢは 91．1 91忍 95β 642 33！7 38！ア 145 42．0　42．2 14．6 69 7．8

ちぢおやは 3．8 8．3 3．1 9．5 12．6 12．9 5．8 25　　22 1．0 L4 1．3

おやじは 0．0 0．0 0．0 11．6 17．9 18．3 4．4 3．7　　5．6 5．2 ll．0 ll．7

おとうさんは 25 0．0 1．0 11．6 32．6 26．9 66．7 45．7　45ゐ 75沿 78．1 779

おとうちゃんは 0．0 0．0 0．0 2」 2．1 2．2 7．3 2．5　　Ll 1．0 1．4 1．3

その他 2．6 α0 0．0 Ll 1．1 1．1 15 3．7　　3．3 3．1 1．4 0．0

注）網掛けのところは最も多く現れた呼び方の比率である。

4．12韓国人の日本語学習者の場合

　く表2＞からわかるように，韓国人の日本語学

習者は聞き手を問わず，最も多く使われるのは

「ちぢは」で全体の5割を占める。次は「おとう

さんは」で約2－4割となっている。父の呼び方に

おいて，年代の上下関係による違いは見られない。

聞き手を問わず，「ちぢは」が最も多く使われる

のは，動作主が私の家族か，あなたの家族かに分

け，前者の場合は「ちぢ」と，後者の場合は「お

とうさん」と呼ぶ，という日本語教育の指導によ

るものであると考えられる1。

　すなわち，日本人がウチ・ソト関係のみなら

ず，年代の上下関係によっても父の呼び方が変わ

るのに対し，韓国人の日本語学習者は単に話者と

動作主とのウチ・ソト関係に基づいて「ちぢは」

と「おとうさんは」を使い分けている。ただし，

その割合は5割に過ぎず，日本語学習者がウチ・

ソト関係について的確に理解しているとは言えな

い。

〈表2＞　聞き手別の「父は」の正しいと思う言い方：JFL群＋JSL群 単位：％

1 H m IV

祖父の友達… 先生 ，父の友達 先輩i同級生i 後輩，子供 祖父，祖母 母 、兄　姉、弟 妹

ちぢは 48あ 43．2 45ρ 49〃 583 563 54鴻 50．7 495 434 46．9 483

ちぢおやは 12．7 143 11」 105 10．1 11．9 15．2 9．4 8．4 7．9 8．2 9．5

おやじは 3．3 1．5 2．1 3．3 3．9 3．0 2．1 3．0 3．1 2．2 23 32

おとうさんは 32．8 372 38．5 34．6 24．0 24．8 21．9 34．1 36．4 41．6 39．1 332

おとうちゃんは α8 L5 13 1．5 2．4 2．6 5．1 2．3 L8 39 3．0 49

おとうさまは 1．7 2．4 2．1 0．4 0．7 1．5 L3 0．6 0．7 Ll 0．6 0．9

注）網掛けのところは最も多く現れた呼び方の比率である。

42「行きました」のところ
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　韓国人の日本語学習者に対し，「行きました」

のところの言い方を調べる前に，「いらっしゃ

る」が「行く」の尊敬語であることを知っていた

か否かを聞いた。回答者606人のうち，知ってい

たと答えた人は560人であり，全体の92．4％を占

めた。

　ここでは，「父のことを高めるのが正しい」と

答えた人だけを取り上げてみることにする。図

からわかるように日本語母語話者の場合，父のこ

とを高めるのが正しいと答えた人はほとんどいな

いことがわかる。これに対し，韓国人の日本語学

習者の場合は269％が父のことを高めるのが正し

い」と答えている。その特徴をみると，まず，聞

き手がウチかソトかの区別は行われていない。ま

た，「祖父の友達」「祖父」「祖母」に対して（父

より年上の聞き手）は他の聞き手より10％ほど

低いことがわかる。これは韓国語の敬語体系にお

ける「圧尊法」によるものだと考えられる2。
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図「父のことを高めるのが正しい」と答えた人の

　割合

4．3日本語学習歴との関係

　「ソトに対して，父のことを高めるのが正し

い」と答えた人の日本語学習歴を調べ，誤用と日

本語学習歴の関係を明らかにする。ここで，日本

語学習歴の指標としては日本語能力試験1級の有

無と留学経験の有無を取り上げる。

（1）留学経験の有無が同じである場合

　資格を所持するグループの誤用率は資格を所持

していないグループの誤用率より低い。x2検定

により，1％有意水準で，「資格有無」と「誤用」

との問に密接な関係があることが確認された。

（2）資格の有無が同じである場合

　留学経験があるグループの誤用率は留学経験が

ないグループの誤用率より若干低い。ただし，こ

れは留学期間に大きく影響されると考えられる。

ちなみに，JFL群の留学の平均期間は11．4ヶH，

JSL群の平均滞在期間は17．2ヶ月である。今回，

「留学有無」と　「誤用」との間の関係については

5％有意水準で否定された。

5，日本語教育への提案

　（1）親族呼称は聞き手別に違う点について認識さ

せることが重要である。すなわち，自分の父親は

「ちぢ」という説明ではなく，　「父親自身に対し

て」，　「身内に対して」，　「他人に対して」によ

って呼び方が違う点についても認識させることが

必要である。

　（2）「第三者敬語」の場合，韓国語の敬語と大

きく違うことについての十分な説明が必要である。

すなわち，第三者（話題の人物）を高めるか否か

は，韓国語の場合は聞き手とは無関係に話し手と

第三者との関係によって決まる（圧尊法は例外）

のに対し，日本語の場合は話し手と聞き手と第三

者を共に考慮するという説明が必要である。日本

語の場合，「ソトに対して，ウチのことを高めな

い」ということは必ず触れるべきである。その際，

ウチ・ソトの定義の説明は不可欠である。

6．今後の課題

　（1）今回の調査では，動作主として「父」のみ

を想定しており，ウチ・ソト関係を家族か家族以

外かだけに限定されている。これからは様々な場

面におけるウチ・ソト関係の想定が必要である。

　（2）日本での滞在期間が長い学習者のデータを

収集し，滞在期間と誤用及び正用率の関係につい

ても分析が必要である。

一128一



　（3）日本語の家庭内の待遇表現（「父のことを身

内にはどのようにいうのが正しいのか」など）に

ついてより多くの∫NS群の調査が必要である。

注

1．例えば，東京外国語大学留学生日本語教育セ

　ンター（1994）『初級日本語』凡人社，p．69。

2．ol舎x9（1995），　pp．66－67。
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